
令和７年度 東区 区域まちづくり事業 進捗確認シート

1 基本情報

事業名称

事業目的

事業概要

実施主体 実施場所 実施時期

2 設定指標

R4 R5 R6 R7

目標 2,000 2,000 2,000 2,100

実績 496 1,401 2,497 774

R4 R5 R6 R7

目標 - - 60 60

実績 58 58 58 -

3 事業評価

決算額 円

○ ○ ○

○ ○

4 課題と対応方針及び今後の方向性

課題

対応方針

活動指標

成果指標

①妥当性

地域スポーツ活動推進事業

・地域スポーツ活動を通して、区民間のコミュニティの輪を広げ、「人・世代がつながる住み続けたいまち」の実現を地域と協働して推進する。

・区民の生きがいの創出や健康増進活動、自主活動グループの活性化等を促進する。

・競技スポーツ活動や生涯スポーツ活動の推進のため、多くの区民が気軽にスポーツに触れる機会を創出する。

東区ふれあい事業実行委員会規約第11条（４）における地域スポーツ活動推進事業として、こどもから高齢者までが参加できる各種目のスポーツ大会の実施を支

援し、区民の健康増進や親睦と連帯感の醸成に寄与する。

東区ふれあい事業実行委員会 東区内 通年

(市民意識調査）週に2回以上、30 分以上の運動やスポーツを行っている割合

（東区民回答分）

地域スポーツ活動推進事業を利用したスポーツ大会参加者数

450,000

今後の方向性 継続

天候によって、スポーツ大会が中止となることがあった。予備日の設定や雨天でも開催可能な事業検討など、校区と協議等を行う必

要がある。

より多くの区民がスポーツに親しむ機会を創出し、区民の親睦と連帯感を深めるため、校区と協議を行いながら、効果的に校区のス

ポーツ活動を推進していく必要がある。

⑤総合評価

校区自ら企画・運営することで、地域ニーズや現

状に即したスポーツイベントの実施が可能となって

いる。

④区の計画への寄与度③庁内・公民等連携

校区規模のスポーツイベントの企画・運営を、区

民が自主的かつ積極的に実施しているため、費

用対効果の高い事業であるといえる。

地域スポーツ活動の場を設けることで、「する」ス

ポーツの促進を通じた、区民の健康づくりに寄与

することが可能となる。また、スポーツを通して区

民が交流することにより、親睦と連帯感が深まる

ことも期待できる。

②費用対効果

地域スポーツ活動の場を設けることで、区民の親

睦と連帯感を深め、世代を超えた交流の機会と

なり、人と人とがつながる賑わいを創出することが

できた。

複数校区による合同スポーツ大会や、幅広い世

代を対象としたスポーツイベントなどが本事業を活

用して実施されていることから、活動を通じて、区

民の健康づくりや区民間の交流促進に寄与して

いる。なお、天候不良により事業の中止や縮小

実施となった校区もあり、天候に恵まれていれば

活動指標の目標を達成できたと考えられる。

評価基準

◎：非常に高い水準で達成

○：十分な水準で達成

△：達成度が限定的

×：達成されていない

ー：評価対象外


